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県連役員64名の出席を得て総会が開催された。会議では会長より議長に安中支部田島文雄氏が

指名され、議時運営が進められ、報告事項、議決事項、その他が審議、確認、承認された。（以

下抜粋） 

【報告事項】 

1 役員の推薦、選任・同意について 

 内山充氏（新名誉顧問）、高橋徹氏（新副会長）、星野幸央氏（新会長指名理事） 

2 上部団体功労表彰候補者の推薦について 

・日本スポーツ協会公認スポーツ指導者等表彰 県連盟相談役 髙梨榮氏（県連盟推薦） 

・平成30年度県スポーツ協会表彰（スポーツ功労者賞） 県連盟理事 狩野弘之氏（県連盟

推薦） 

3 施行規程の一部改正について 

・第34条関係 学童チームの平日の練習日数制限について 

・第35条関係 大会を棄権したチームに対する処置について 

・県大会競技特別規則の一部改正 試合時間等の改正 

4 2019年度強化指定チームについて 

関東西濃運輸、アイオー信用金庫、太田市役所、高崎市役所 

5 その他 

【議決事項】 

1 平成30年度事業報告及び決算の承認について 

2 平成31年度(2019)事業計画及び予算の承認について 

3 その他 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬県審判員の技術の向上と野球の普及を図ることを目的に開催された。当日は、審判部から平

成31年度の活動、連盟規約施行規程、審判技術指導員のスキルアップ、マナーアップとスピード

  

【挨拶をする清水会長】

 

【会場の様子】

 

【議長の田島氏】

 

【議案提案をする 

高地理事長】

 

【総会資料表紙】
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アップについて報告があった。また、特別講演として日本野球機構・日本プロフェッショナル野

球組織参与・野球規則委員の井野修氏によりプロ野球審判人生における失敗談などユーモアを交

えた講演が行われ、最後に井野氏より審判道具のプレゼントがあり盛況のうちに終了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

成長期のスポーツ外傷・障害の早期発見と予防すること及び野球少年の実態を把握することを目

的に本年で7回目となる検診会が実施され、県内学童・中学の32チーム、延べ340人が受診した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上毛新聞敷島球場において支部代表32チーム、選手598人の参加のもと、開会式が盛大に開催さ

れた。選手宣誓は吉岡ジュニアファイターズ(渋川北群馬)堤雅翔主将が「全力でプレーする」こ

 

 

【酒井審判部長】

 

 

【井野講師】

 

 

【受講する審判員】

 

 

【肘検査の様子①】

  

【膝検査の様子②】

 

 

【膝検査の様子①】

 

 

【肘検査の様子②】 【ストレッチの実践】

  

【検査を担当されたドクターの皆さん】

 

 

【検査結果の説明】



3 

 

とを誓った。 

決勝戦は中盤に逆転した菱・境野子供会野球部が、最終回に一旦は同点にされたがサヨナラ勝ち

し、3年ぶり2度目の優勝を果たした。優勝の菱・境野は関東近県の代表16チームが参加するＧａ

ｓＯｎｅカップ選手権大会(埼玉)に出場する。 

【決勝戦】 

新高尾ジャガーズ(高崎)   ６２０ ０００ １  ９ 

菱・境野子供会野球部(桐生) ２０２ ２３０ １× 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上毛新聞敷島球場において支部代表32チーム、636人の参加のもと、開会式が盛大に開催され

た。選手宣誓は原市エルケーツインズ(安中)神戸偲文主将が「優勝目指して戦う」ことを誓っ

た。 

決勝戦は5試合通じて失点2と、大会を通じて圧倒的な勝利を収めた新町が初優勝を果たした。優

勝の新町は全日本大会（東京）、準優勝の境は関東大会（東京）3位の新高尾ジャガーズは高野山

旗全国大会（和歌山）、4位の桃木フェニックスは阿波おどりカップ（徳島）に出場する。 

【決勝戦】 

新町イーグレット(高崎) １０５ ０３  ９ 

境ドラゴンズ(伊勢崎)  ０００ ００  ０ 

（５回コールド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開会式の様子】

 

 

【堤主将(吉岡)】

 

【入場行進の行進曲を担当してくださった沖電気の皆さん】

 

 

【閉会式の様子】

 

 

【優勝の菱・境野子供会野球部】

  

【開会式の様子】

  

【マクドナルド財団 

支援ソックス②】

 

 

【選手宣誓を行う神戸主将(原市)】

 

 

【優勝の新町イーグレット】

 

 

【マクドナルド財団 

支援ソックス①】

  

【サヨナラヒット】
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7チームの参加のもと、大会は開催された。決勝戦 

は優勝経験のある前橋、おおたを下した高崎が初優 

勝を果たした。優勝の高崎はＮＰＢガールズトーナ 

メント2019全日本女子学童大会（愛媛）、おおたはエ 

ネワンカップ女子学童選手権（埼玉）に出場する。 

 

【決勝戦】 

高崎ガールズ(高崎)  ２２１ ５２  12 

おおたガールズ(太田) ０００ ００  ０ 

 

決勝戦は推薦チーム同士の対戦となったが、準決勝戦まで圧倒的な大差で勝ち上がった太田市役

所（推薦・太田）が、スクイズにより得点した1点を守り切り、13年ぶり2度目の優勝を目指した

高崎市役所（推薦・高崎）を破った。太田は4試合を通じて1失点と圧倒的な大差で2年ぶり9度目

の優勝を果たした。優勝の太田は全国大会（長野）に出場する。 

 

【決勝戦】 

高崎市役所(推薦・高崎) ０００ ０００ ０００  ０ 

太田市役所(推薦・太田) ０１０ ０００ ００×  １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入場行進の行進曲を担当してくださった

群馬銀行の皆さん】

 

 

【開会式を盛り上げた 

ドナルド】

  

【内山上毛新聞社長 

の始球式】

  

【優勝の高崎ガールズ】

 

 

【優勝の太田市役所】

  

【1安打完封した相沢寿聡投手(太田)】

 

 

【閉会式の様子】

【最終打者を打ち取って 

ガッツポーズ】

 

 

【追加点(2回)】

 
【救援の堤雅貴投手（高崎）】
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上毛新聞敷島球場においてＡ（23チーム）、Ｂ（32チーム）、Ｃ（32チーム）、壮年（32チーム）

の4クラス、参加チームの参加のもと開会式が開催された。大会は県内15会場に分散し、あわせ

て115試合が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａクラス】 

決勝戦は準決勝戦で5月に天皇賜杯県予選を制した太田市役所を下した関東西濃運輸を緋田選手

のソロ本塁打により得た１点を佐川投手が散発６安打無失点に抑え、２年ぶり４度目の優勝を果

たした。優勝のサンデンは国体関東ブロック（千葉）と水戸市長旗東日本選手権（茨城）へ、準

優勝の関東西濃は会長旗関東選抜(神奈川)へ出場する。 

 

【Ａクラス決勝戦】 

サンデン・リテールシステム(伊勢崎)  ０００ ０１０ ０００  １ 

関東西濃運輸(推薦・安中)       ０００ ０００ ０００  ０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂクラス】 

前年度優勝のＪＡ全農群馬を接戦の末下したエム・キッズ（前橋）が先制。一旦は同点とされた

が終盤にビック・采女（伊勢崎）を突き放し、2年ぶり3回目の優勝を果たした。 

優勝チームは高松宮賜杯第63回関東予選大会（栃木）、準優勝の両チームは第25回関東選抜ミズ

ノトーナメント（栃木）へ出場する。 

  
【佐川投手高く舞う】

【完封の佐川投手 

（サンデン）】

 

 

【優勝のサンデン・リテールシステム】

  

【開会式入場行進】

  

【開会式の様子】

 

 

【前年度各クラス優勝チーム】

 

【内山充上毛新聞社長による始球式】

 

 

【抽選会（Ａクラス）の様子】

 

【選手宣誓を行う 

五十嵐伸太郎主将(関東西濃運輸)】

 

 

【ホームイン緋田選手】

 

【先発した市川投手（西濃）】
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【Ｂクラス決勝戦】 

エム・キッズ(前橋)  １００ ０００ ３２０  ６ 

ビック・采女(伊勢崎) ０１０ ０００ ０００  １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃクラス】 

創部1年目のＡＬＬ ＬＩＢＥＲＴＹ（富岡）の打 

線が決勝戦でも初回から爆発、追加点も効率的に 

奪い、初優勝を果たした。 

優勝チームは高松宮賜杯第63回関東予選大会（栃 

木）、準優勝の両チームは第25回関東選抜ミズノト 

ーナメント（栃木）へ出場する。 

 

【Ｃクラス決勝戦】 

ＡＬＬ ＬＩＢＥＲＴＹ(富岡) ４２０ ２０２ ３  13 

太田東毛カープ(太田)     ０１１ ０００ ０  ２ 

（７回コールド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【壮年クラス】 

決勝戦はフォーティーファイバーズ（推薦 

・高崎）が１０安打１０得点と打線のつな 

がりを見せ、ジャンプスポーツクラブ(高崎) 

を圧倒し３連覇を果たした。優勝のフォー 

ティーは日本スポーツマスターズ関東予選 

会(山梨)へ、準優勝のジャンプは関東東北 

北海道壮年大会(栃木)へ出場する。 

 

【壮年決勝戦】 

フォーティーファイバーズ(推薦・高崎) １０４ ０５  10 

ジャンプスポーツクラブ(高崎)     ０１０ １０  ２ 

 

【優勝のフォーティーファイバーズ】 

 

【閉会式の様子】

 

【優勝のエム・キッズ】

 

 

【原沢投手（エム）】

 

 
【優勝のＡＬＬ ＬＩＢＥＲＴＹ】

  

【高梨投手（ＡＬＬ）】 

 

【閉会式の様子】

 

 

【閉会式の様子】

  

【優勝旗の授与】
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県野球連盟役員である國松道夫監事がアマチュア野球 

の普及発展の貢献が認められ上毛新聞社から標記表彰 

を受賞した。 

 

 

【県大会】 

大会名 参加 優勝チーム 準優勝チーム 

第44回県選抜少年学童 32 菱・境野子供会野球部(桐生) 新高尾ジャガーズ(高崎) 

第39回全日本学童 32 新町イーグレット（高崎） 境ドラゴンズ（伊勢崎） 

第6回県女子学童 7 高崎ガールズ(高崎) おおたガールズ(太田) 

天皇賜杯第74回全日本 23 太田市役所（太田) 高崎市役所（高崎） 

第74回県実業 

Ａ 32 
サンデン・リテールシステム(伊

勢崎) 
関東西濃運輸(安中) 

Ｂ 32 エム・キッズ(前橋) ビック・采女(伊勢崎) 

Ｃ 32 ＡＬＬ ＬＩＢＥＲＴＹ(富岡) 太田東毛カープ(太田) 

壮 32 
フォーティーファイバーズ（高

崎） 

ジャンプスポーツクラブ

（高崎） 

 

【上位大会】 

大会名 会期 会場 参加 優勝チーム 県代表チーム 

全日本少年春季 
3/21 ～

25 
静岡 55 

西京ビッグスター

ズ(京都) 
高崎市並榎中学校(2回戦) 

第6回関東・東北・

北信越女子中学 

3/23,2

4 
埼玉 16 オール栃木(栃木) 群馬エンジェルス(1回戦) 

第 24回関東選抜

交流 
4/6,7 茨城 16 

(株)京葉銀行 (千

葉) 

関東西濃運輸(2回戦) 

アイオー信用金庫(1回戦) 

第2回全日本シニ

ア 

5/25 ～

27 
岡山 42 

宇部クラブシニア

(山口) 

ジャンプスポーツクラブマ

スターズ(2回戦) 

第41回東日

本 

1部

(B) 

5/17 ～

20 
宮城 28 長寿館（茨城） 豚さん家(1回戦) 

2部

(C) 

6/7 ～

11 
青森 28 

武州ガス(株)（埼

玉） 
ワンズホーム榛東(2回戦) 

高松宮賜杯

第63回全日

本関東予選 

1部 6/29 栃木 6 － エム・キッズ（予選通過） 

2部 6/29 栃木 6 － 
ＡＬＬ  ＬＩＢＥＲＴＹ

（予選敗退） 

 

【県大会】 

 

 

【國松県連監事】
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会期予定 大会名 会場 

7/20～8/6 王貞治杯第154回学童選抜(運営委託) 前橋、大胡 

7/20～8/12 第60回県壮年 敷島、藤岡、富岡、沼田、西毛 

7/21～8/12 第37回県熟年 敷島、いずみ、渋川、館林、太田 

8/2～12 ＪＡ群馬杯第50回県学童 敷島、城南 

8/31～9/28 第47回県クラブ人 敷島、藤岡、太田、いずみ 

10/4～19 第21回ニッポンハム旗第関東学童秋季 敷島、藤岡、富岡 

10/5～19 第4回県ガールズトーナメント 敷島、藤岡、富岡 

10/6～27 第42回東日本県予選 
1部(B) 城南、伊勢崎、太田、西毛 

2部(C) 城南、前橋、館林、渋川、桐生 

10/6～11/2 第65回町内対抗 敷島、富岡 

10/20～11/10 第13回会長賞熟年 敷島、金子、桐生 

10/12～20 全日本少年春季県予選(運営委託) 
伊勢崎、安中、富岡、沼田、宮城、

吉井、赤城、藤岡 

10/26～11/10 第13回会長賞壮年 敷島、前橋、伊勢崎 

11/7～10 第46回上毛社旗 敷島 

 

野球人口減少が危惧される中、スポー 

ツの推進と子どもたちの健全育成を図 

るため、５月に幼児・小学生を対象と 

した野球教室「野球祭」が利根沼田少 

年野球監督会（小寺宏之会長：沼田川 

田小フェニックス監督）の主催により 

開催されました。 

その主な内容は、上級生向けの学童チ 

ームのリーグ戦を行った「利根沼田リ 

ーグ」。３年生以下を対象としたオレン 

ジボールの「どんぐりカップ」。野球の 

普及活動としての「Ｔボール体験会」。 

「親子でキャッチボール」。さらに、 

未就学児を対象とした野球教室を開催した。教室では埼玉西武ライオンズのアカデミーから石井

丈裕コーチと星野智樹コーチに講師をお願いし、ボールの投げ方や取り方、打ち方などの指導を

受けた。 

終了後に星野コーチが「野球を好きになりましたか？」と聞くと、参加者全員が元気に挙手。石

井コーチからは「これを機会にチームに入って、本格的な野球を楽しんで」と呼びかけた。 

監督会会長からは「子どもたちの笑顔があふれて、とても良かった。ライオンズアカデミーお二

人の指導の方法を参考に、利根沼田の子どもたちの指導に生かしていきたい」と満足した２日間

となった。 

 

 

 

 

 

編集後記 

2019年度前期 たより県球連 26号をお届けします。「たより」に対し、ご意見ご感想をお寄せく

ださい。また、誤字、脱字など、お許し願います。 

 

 



9 

 

 


